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の父祖の地・台湾の植民地期を対象に︑そこに営まれた日本語文学について犀利な分析を試みた︒帝国という版図のなかで︑どのように日本語が宗主国の言語となって被植民地の人々 心性に食い込んでいったかをクリーマン氏は叙述したが︑こ 方法 重要性に︑私は特 留意したい︒先 バーバの言葉は︑複数文化主義か︑単一文化主義
（国民文化主義）
かという選択にある落とし穴を

















































東アジアへもった欲望の諸相を詳述しながら︑それぞれが持つ固有の特色を明らかにしていく︒宮崎滔天が唱える「アジア主義」が︑西欧帝国主義︑そして西欧植民地主義への対抗として想起されていることをクリーマン氏は認めながら︑中国︑朝鮮半島との連携の主た 担い手としての「日本」のリーダーシップを疑わない滔天の矛盾を指摘し︑なおこ 滔天のロマンチシズムに支えられた汎アジア主義︑大アジア主義の夢想とアジア近代化の将来構想を融合させる論理がもった意味を問いかける︒それは極めて現実的な問題でありながら︑一方にそうした「革命」 夢をもたす装置と って機能したことを忘れてはならないであろう︒　
日露戦争はその意味で本格的な西欧帝国主義との戦いであった︒







































国からも別置される原住民族は自由な存在 もある︒そうした自由さの希求は︑女性自身の自由さへの希求と通じ合 ていくことに︑クリーマン氏は言及してい こで氏は津島佑子の﹃あまりに野蛮な﹄
（講談社︑二〇〇八年）
を︑この二人の植民地を描く
女性作家の作品と交錯させ 「野蛮」がもつ意味の両義性に注目している︒もちろん︑現実には原住民族は帝国・日本から手ひどい弾圧を加えられていたのだが︑ここで比喩的に用いられる「野蛮」が︑ジェンダーの不当な配置を顚倒 るものとして夢想 れたという見解は︑深く肯くことができる︒　
第
6章は舞踏家・石井漠と「半島の舞姫」崔承喜の関係を中軸
に︑世界的に活躍した崔がもつエキゾティズム 生産に石井が持った役割を考察している︒ 「朝鮮ダンス」の特殊性を強調しながらも︑実はそこには伝統主義を脱却したモ ニティが深く関わっていた︒この倒錯した状況は まさしく「伝統の発明」な だが︑のちに崔が北朝鮮 渡りダンスメソッドを確立したさい︑そ モダニティが理由とな て粛清された︒この悲劇的な舞踏家の生涯は︑象徴的に帝国の文化 両義的な曖昧さを物語ることになろう︒中心と周縁が目まぐるしく交代しながら転回していく帝国主義の
情景が︑今の問題にも波及していることにクリーマン氏は触れているが︑東アジアにおける文化的覇権の相克が容易には解消・解決されえない残滓となって存在していることにも︑本書 よって深く記銘したことを付け加え おきたい︒　
東アジアにフラッシュバックのように起こっている文化一国主
義︑国民主義の跋扈の かで 本書が果たす役割は大きい︒文化の多種性・多層性を主張することは︑文化の独自性・特殊性を主張するのと同様に︑根拠なき言説の積み重ねの結果の現象にすぎない︒中心にも周縁にも位置されないままに「忘却」されてまった文化テキストを︑これから私たちは探していかなけ ばならない︒本書はまさしくその目的を果敢に実行した書な である︒
